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４ 総合的なまちづくりについて                               

問２７ あなたは今後も石巻市に住み続けたいと思いますか。              

 

 

今後の定住意向についての結果です。 

「できれば市外に移りたい」及び「すぐにでも市外に移りたい」と考える人がそれぞれ１３．８％

（１４０人）、１．２%（１２人）なのに対し、「今の場所（住所）にずっと住み続けたい」及び「市

内の別の場所（住所）に移りたい」と考える人がそれぞれ６７.５％（６８６人）、１２．９％（１３

１人）となっています。 

地域への愛着、現在の仕事、子供の学校、住居の確保等、理由は様々あると考えられますが、回答

者全体で見た場合、約８割の方は今後も石巻市に住み続けたいと考えていることが分かります。 

 

 

年代 

今の場所（住所）

にずっと住み続

けたい 

市内の別の場

所（住所）に移

りたい 

できれば市外

に移りたい 

すぐにでも市外

に移りたい 
無記入 

20 歳代 42.0% 25.9% 27.2% 1.2% 3.7%

30 歳代 48.4% 24.6% 23.8% 3.3% 0.0%

40 歳代 61.4% 17.2% 15.9% 1.4% 4.1%

50 歳代 70.6% 9.5% 16.4% 1.0% 2.5%

60 歳代 78.2% 8.1% 9.6% 1.5% 2.5%

70 歳以上 79.3% 7.2% 4.0% 0.0% 9.6%

年代不明 47.4% 10.5% 21.1% 0.0% 21.1%
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さらに年代別に見た定住意向の結果です。年代が高くなるにつれ石巻市への定住意向が高まり、２

０歳代、３０歳代の若い世代は定住意向が低くなる傾向にあることが分かります。 

（備考）問２７の回答者１,０１６人（無記入者含みます。）の年代別人数 

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 年代不明 

８１人 １２２人 １４５人 ２０１人 １９７人 ２５１人 １９人 

 
問２７－１ あなたが他の場所（住所）に移り住みたいと思う主な理由（家族の事情も含めて）

は何ですか。（３つまで） 

 

 

問２７で市内・外を問わず、他の場所（住所）に移り住みたいと思っている方にその理由を尋ねた

結果（３つまでの複数回答可。回答者数２８３人）です。 
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「交通の便が良くない」を理由に挙げた方が４３.８％（１２４人）、「買い物に不便」と思ってい

る人が２６.５％（７５人）となっています。このことから、日常生活における不便さが他の地域（石

巻市内の他の地域を含みます。）に移り住みたいと考える大きな要因になっていることがうかがえま

す。 

 なお、もっとも多くの方が理由として回答した「交通の便が良くない」に関連し、問２８の設問項

目「市内の公共交通（鉄道・バス）の整備」の満足度においても、２５．４％の方が「不満」、３０．

５％の方が「どちらかといえば不満」と回答し、また、設問項目「市外との公共交通（鉄道・バス）

の整備」の満足度においても、２４．３％の方が「不満」、３３．２％方が「どちらかといえば不満」

と回答しています。 

 このことから、市内における交通アクセス及び市外への交通アクセスが良くないと感じている市民

が多いことが分かります。 

 
問２８ あなたは、毎日の生活の中で、生活環境や行政サービス、施設などについて満足してい

ますか。また、今後の取組みとしては、どのくらい重要だとお考えですか。 

多岐にわたる行政分野について、６つの項目（Ⅰ．社会基盤・生活環境に関する項目、Ⅱ．防災対

策に関する項目、Ⅲ．福祉・保健・医療に関する項目、Ⅳ．教育・文化に関する項目、Ⅴ．産業の振

興に関する項目、Ⅵ．市民活動・行政運営に関する項目）に大きく分類し、「満足度」と「重要度」

について回答していただいたものです。 

 

【 満 足 度 編 】 

以下においては、「不満」及び「どちらかといえば不満」と回答した方が、回答者全体（無記入者を

含みます。）の概ね５０％以上であった項目について簡単なコメントを付しています。 

 

Ⅰ．社会基盤・生活環境に関する項目 

項  目 
満足して

いる 

どちらかといえば

満足している 

どちらかといえば

不満である 

不満であ

る 
無記入 

市内の公共交通（鉄道・バス）の整備 6.3% 27.9% 30.5% 25.4% 9.9%

市外との公共交通（鉄道・バス）の整備 4.5% 27.3% 33.2% 24.3% 10.7%

幹線道路（国・県道など）の整備 10.0% 42.3% 25.5% 11.2% 10.9%

生活道路（身近な道路）の整備 9.4% 36.4% 26.8% 17.6% 9.8%

歩道などの整備 5.6% 29.7% 33.4% 22.1% 9.2%

河川・水路の整備 9.1% 47.3% 21.7% 10.7% 11.2%

上水道の整備 22.2% 47.6% 13.0% 6.6% 10.5%

下水道などの排水処理対策 12.1% 37.8% 19.4% 20.1% 10.6%

良質な住宅地の整備 5.6% 45.3% 26.2% 8.4% 14.6%

公営住宅の整備 5.6% 43.4% 26.5% 8.9% 15.6%

ごみの収集、処理等の対策 14.5% 46.9% 17.9% 10.7% 9.9%

公園や広場の整備 5.4% 37.9% 30.3% 14.4% 12.0%

自然環境の保全 6.1% 42.5% 28.3% 10.5% 12.5%

公害など環境対策 4.7% 38.3% 29.7% 14.6% 12.7%

街並みや景観の整備 4.9% 35.5% 34.1% 13.5% 12.0%

交通安全対策や防犯対策 5.4% 36.5% 33.6% 12.0% 12.5%

情報通信基盤の整備 4.8% 40.9% 24.4% 14.4% 15.5%
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「社会基盤・生活環境に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

「市内の公共交通（鉄道・バス）の整備」については、２５．４％（２５８人）の方が「不満」、

３０．５％（３１０人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。また、「市外との公共

交通（鉄道・バス）の整備」についても、２４．３％（２４７人）の方が「不満」、３３．２％（３

３７人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。 

このような結果から、公共交通（鉄道・バス）の整備については、多くの市民が不満を感じており、

また、問２７の結果を合わせて考えると市内での移動、市外への移動に不便を感じている市民が多い

ことがうかがえます。 

公共交通の利便性確保については、鉄道についてはスピードアップによる移動時間の短縮、バス交

通においては路線バスの維持・活性化や住民バス運行などの更なる対応を図ることが期待されている

ものと思われます。 

 「生活道路（身近な道路）の整備」については、１７．６％（１７９人）の方が「不満」、２６．

８％（２７２人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。また、「歩道などの整備」に

ついては、２２．１％（２２５人）の方が「不満」、３３・４％（３３９人）の方が「どちらかといえ

ば不満」と回答しています。このことから、歩道などを含めた身近な生活道路等の整備が十分でない

と感じている市民が多いことがうかがわれます。子どもや高齢者など、誰もが安全・安心して暮らす

ことができるように社会基盤である道路の整備が地域住民に求められているものと考えられます。 
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Ⅱ.防災対策に関する項目 

 

 

「防災対策に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

「消防・救急体制の整備」については、「満足」（１７．０％、１７３人）及び「どちらかといえば

満足」（５２．０％、５２８人）の約７割の方の満足を得ています。 

一方、「地震や水害に対する防災体制づくり」については、「不満」（８．８％、８９人）、「どちら

かといえば不満」（３２．５％、３３０人）、を合わせて約４割の方が現状に不満があると回答してい

ます。これは、平成２０年の岩手・宮城内陸地震を始め、地震や台風等による災害が全国各地で発生

していることや宮城県沖地震の発生が心配されていることから、防災に対する意識・関心が高まって

おり、事前の万全の防災体制が求められているものとうかがえます。 

「女川原子力発電所の安全対策・情報公開」については、２８．１％（２８６人）の方が「不満」、

３２．７％（３３２人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。女川原子力発電所の施

設の一部が立地する地方自治体の住民として、発電所の安全対策・情報公開に強い関心を抱いている

ことと思われ、より一層の安全対策・情報公開を求めていることがうかがえます。 

 

項  目 
満足してい

る 

どちらかと

いえば満足

している 

どちらかと

いえば不満

である 

不満である 無記入 

消防・救急体制の整備 17.0% 52.0% 14.2% 4.5% 12.3%

地震や水害に対する防災体制づく

り 
4.7% 40.7% 32.5% 8.8% 13.3%

女川原子力発電所の安全対策・情報

公開 
3.4% 22.9% 32.7% 28.1% 12.8%
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Ⅲ 福祉・保健・医療に関する項目 

 

 

「福祉・保健・医療に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

「高齢者・障害者のための施設整備やサービス」については、２０．５％（２０８人）の方が「不

満」、３６．８％（３７４人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。 

回答者に占める６０歳代及び７０歳以上の方の割合が４４．１％であることから、高齢者のための

施設整備やサービスについての意識・関心が高く、また、普段から高齢者向けの施設やサービスを現

に利用している方が理想とするサービスを十分に享受できていないのではないかと思われます。求め

られるサービスの量・質と現行制度の中で提供可能なサービスの量・質の差が結果に表れたのではな

いかと考えられます。 

「児童館の設置や子育て支援対策」については、１４．４％（１４６人）の方が「不満」、３７．

０％（３７６人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。 

さらに詳しく見ると、既婚で家事専業（配偶者が就業）の方（５９人）についての結果では、１０．

２％（６人）の方が「不満」、４７．５％（２８人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しており、

「不満」及び「どちらかといえば不満」を合わせた割合は全体のそれを上回っています。また、既婚

で共働きの方（２３５人）についての結果では、３０．２％（７１人）の方が「不満」、３４．５％（８

１人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。既婚者の場合、回答者又はその配偶者の

一方のみが就業している場合に比べ、共働きの方のほうがより明確に「不満」と思っていることがう

かがえます。 

項   目 
満 足 し て

いる 

どちらかといえ

ば満足している

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 無記入 

高齢者・障害者のための施設整備

やサービス 
3.6% 25.1% 36.8% 20.5% 14.0%

保育所の整備・充実 4.0% 32.5% 31.9% 15.6% 15.9%

児童館の設置や子育て支援対策 3.0% 28.9% 37.0% 14.4% 16.7%

病院、診療所など、医療施設の整

備 
8.8% 35.1% 28.0% 15.6% 12.6%

健康づくりの取組み・各種検診 11.8% 48.1% 19.0% 8.5% 12.6%
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Ⅳ. 教育・文化に関する項目 

 

 

「教育・文化に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

「図書館、文化ホールなどの整備・充実」については、１３．４％（１３６人）の方が「不満」、

２８．７％（２９２人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。市民会館等の施設の老

朽化への対応が遅れていることや図書館の蔵書の充実が求められていることなどが原因と考えられま

す。 

「スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実」については、１４．１％（１４３人）の方が「不

満」、２９．９％（３０４人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。スポーツ・レク

リエーション施設においても、老朽化・劣化等により破損が生じている施設があり、その対応が遅れ

ている点などが原因と思われます。 

 

 

 

項   目 
満 足 し て い

る 

どちらかといえ

ば満足している 

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 無記入 

幼稚園の整備・充実 5.7% 47.6% 21.5% 7.9% 17.3%

小学校・中学校の整備・充実 6.9% 50.1% 18.7% 7.2% 17.1%

小学生・中学生の通学対策 5.5% 42.8% 25.4% 9.3% 17.0%

図書館、文化ホールなどの整

備・充実 
4.6% 37.1% 28.7% 13.4% 16.1%

スポーツ・レクリエーション施

設の整備・充実 
5.7% 34.6% 29.9% 14.1% 15.6%

公民館などの交流施設の整備や

各種講座 
5.9% 41.8% 27.3% 9.2% 15.8%

地域の文化、伝統継承への取組

み 
5.2% 42.9% 26.5% 8.8% 16.6%
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Ⅴ．産業の振興に関する項目 

 

 

「産業の振興に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

産業の振興に関する項目については、「農林水産業の振興」を除くすべての項目で「不満」及び「ど

ちらかといえば不満」と回答した方の割合が５０％を超えています。また、「農林水産業の振興」に

ついても、１３．８％（１４０人）の方が「不満」、３５．８％（３６４人）の方が「どちらかとい

えば不満」と回答しており、産業に振興に関する項目については、全体的に不満が高い結果となりま

した。これは、景気低迷により疲弊した地域経済に昨年からの急激な経済不況が追い打ちをかけ、農

林業、水産業、商工業等の各種業種の事業者、従業員、ひいては就職希望者にとって大変厳しい経済

環境になっていることが大きな要因と思われます。 

「商工業の振興」については、１５．８％（１６１人）の方が「不満」、３８．５％（３９１人）

の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。「中心市街地の活性化」については３３．１％

（３３６人）の方が「不満」、３６．４％（３７０人）の方が「どちらかといえば不満」と回答して

います。「観光の振興」については、２４．１％（２４５人）の方が「不満」、３６．３％（３６９人）

の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。「中小企業の育成」については、２５．５％（２

５９人）の方が「不満」、３９．５％（４０１人）の方が「どちらかといえば不満」と回答していま

す。 

「雇用の場の確保対策」については、４２．２％（４３１人）の方が「不満」と回答し、満足度に

項   目 満足している 
どちらかといえ

ば満足している 

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 無記入 

農林水産業の振興 2.3% 30.0% 35.8% 13.8% 18.1%

商工業の振興 1.8% 25.2% 38.5% 15.8% 18.7%

中心市街地の活性化 2.3% 12.1% 36.4% 33.1% 16.1%

観光の振興 2.2% 20.3% 36.3% 24.1% 17.1%

中小企業の育成 1.5% 15.5% 39.5% 25.5% 18.1%

雇用の場の確保対策 1.2% 9.5% 30.5% 42.4% 16.3%
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関するすべての項目において、「不満」と回答した方の割合が最も高くなっています。また、３０．

５％（３１０人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。「不満」又は「どちらかとい

えば不満」と回答した方を合わせた割合も、満足度に関する項目において最も高い７２．９％（７６

１人）となっています。 

これらからも分かるように、企業誘致をはじめとする産業振興策は喫緊の課題といえます。 

 

Ⅵ．市民活動・行政運営に関する項目 

 

 

項   目 
満 足 し て い

る 

どちらかといえ

ば満足している 

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 無記入

国際交流の推進など国際化へ

の対応 
4.7% 45.5% 23.7% 7.1% 19.0%

行事、イベントなど交流機会

の提供 
4.5% 43.7% 26.7% 7.1% 18.0%

買い物、飲食が楽しめる商業

施設の整備 
6.0% 33.3% 30.1% 14.9% 15.7%

ＮＰＯ活動、ボランティア活

動などの支援 
3.4% 42.7% 28.6% 6.9% 18.3%

コミュニティ（地域自治）活

動の充実 
4.0% 41.8% 27.9% 7.7% 18.6%

男女共同参画の社会づくり 2.7% 41.6% 28.9% 8.0% 18.8%

行政の情報公開 4.2% 37.4% 29.5% 11.2% 17.6%

行政への住民意向の反映 2.4% 30.4% 34.4% 15.1% 17.8%

行政運営や財政運営の効率化 1.7% 26.8% 33.6% 19.3% 18.7%
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「市民活動・行政運営に関する項目」についての満足度の回答結果です。 

「行政運営や財政運営の効率化」については、１９．３％（１９６人）の方が「不満」、３３．６％

（３４１人）の方が「どちらかといえば不満」と回答しています。地域経済の低迷による税収の落ち

込み、地方交付税の減少等により、財源が減少するなか、最少経費で最大効果を生み出せる行財政運

営が市民の皆様から求められているものと思われます。 

 

★ 施策の分野に関する項目★ 

 

項   目 
満足してい

る 

どちらかといえ

ば満足している 

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 無記入 

社会基盤・生活環境の充実に

関する取組み 
2.4% 29.8% 35.5% 13.4% 18.9%

防災対策の充実に関する取組

み 
4.3% 39.4% 28.8% 9.4% 18.1%

福祉・保健・医療の充実に関

する取組み 
4.1% 31.9% 33.7% 13.6% 16.7%

教育・文化の振興に関する取

り組み 
2.8% 38.3% 29.9% 10.2% 18.8%

産業の振興に関する取組み 2.3% 28.6% 39.7% 10.5% 18.9%

市民活動・行政運営に関する

取組み 
2.5% 35.3% 33.9% 9.8% 18.5%

 

 
施策の分野に関する項目６分野中４分野において、「満足」及び「どちらかといえば満足」と回答

した方よりも「不満」及び「どちらかといえば不満」と回答した方が多くなっています。 
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【 重 要 度 編 】 

重要度については、すべての項目で、「重要」又は「どちらかといえば重要」と回答した方が、回答

者全体（無記入者を含みます。）の５０％以上となっています。重要度編については、特にコメントは

付しません。 

 

Ⅰ．社会基盤・生活環境に関する項目 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

市内の公共交通（鉄道・バス）

の整備 
41.8% 34.6% 8.2% 2.1% 13.3%

市外との公共交通（鉄道・バ

ス）の整備 
43.3% 35.4% 6.4% 2.4% 12.5%

幹線道路（国・県道など）の

整備 
40.1% 37.3% 6.7% 1.9% 14.1%

生活道路（身近な道路）の整

備 
44.3% 35.1% 6.4% 1.4% 12.8%

歩道などの整備 44.8% 32.8% 7.7% 1.5% 13.3%

河川・水路の整備 33.9% 38.1% 11.3% 2.2% 14.6%

上水道の整備 41.7% 33.9% 8.4% 2.6% 13.5%

下水道などの排水処理対策 46.5% 31.6% 6.7% 2.0% 13.3%

良質な住宅地の整備 22.5% 40.5% 18.1% 3.1% 15.7%

公営住宅の整備 20.3% 40.3% 18.1% 4.3% 17.0%

ごみの収集、処理等の対策 48.2% 31.8% 5.1% 1.2% 13.7%

公園や広場の整備 29.3% 40.4% 13.6% 2.2% 14.6%

自然環境の保全 35.6% 39.2% 9.1% 1.5% 14.7%

公害など環境対策 43.6% 35.0% 6.3% 0.7% 14.4%

街並みや景観の整備 29.7% 39.4% 14.2% 2.1% 14.7%

交通安全対策や防犯対策 48.5% 32.0% 4.4% 0.7% 14.4%

情報通信基盤の整備 25.5% 35.5% 18.0% 4.9% 16.0%
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Ⅱ．防災対策に関する項目 

 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

消防・救急体制の整備 60.1% 21.6% 2.0% 0.5% 15.8%

地震や水害に対する防災体

制づくり 
61.9% 21.3% 1.0% 0.1% 15.7%

女川原子力発電所の安全対

策・情報公開 
64.0% 17.4% 2.6% 0.7% 15.4%
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Ⅲ．福祉・保健・医療に関する項目 

 

 

 

 

Ⅳ．教育・文化に関する項目 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない 
重要ではない 無記入

高齢者・障害者のための施設整

備やサービス 
52.6% 29.3% 1.9% 0.5% 15.7%

保育所の整備・充実 41.4% 35.9% 4.2% 0.7% 17.7%

児童館の設置や子育て支援対策 39.9% 36.0% 5.0% 0.9% 18.2%

病院、診療所など、医療施設の整備 59.1% 23.1% 1.7% 0.4% 15.7%

健康づくりの取り組み・各種検診 45.9% 32.1% 5.3% 0.9% 15.8%

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

幼稚園の整備・充実 32.8% 39.6% 6.4% 1.0% 20.3%

小学校・中学校の整備・充実 36.3% 38.3% 5.4% 0.8% 19.2%

小学生・中学生の通学対策 39.0% 35.5% 5.5% 1.1% 18.9%

図書館、文化ホールなどの整

備・充実 
22.5% 40.8% 15.2% 2.9% 18.6%

スポーツ・レクリエーション

施設の整備・充実 
21.6% 40.2% 16.4% 3.1% 18.8%

公民館などの交流施設の整備

や各種講座 
18.5% 40.3% 18.4% 4.3% 18.5%

地域の文化、伝統継承への取

り組み 
20.4% 40.4% 16.5% 4.0% 18.7%



- 59 - 

 

 

 

Ⅴ．産業の振興に関する項目 

 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

農林水産業の振興 38.7% 32.6% 7.2% 2.0% 19.6%

商工業の振興 37.1% 35.3% 6.0% 1.7% 19.9%

中心市街地の活性化 44.2% 26.5% 8.1% 3.5% 17.7%

観光の振興 38.2% 33.5% 8.0% 1.9% 18.5%

中小企業の育成 45.5% 29.6% 4.4% 1.2% 19.3%

雇用の場の確保対策 64.3% 15.9% 2.1% 0.6% 17.1%
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Ⅵ.市民活動・行政運営に関する項目 

 

 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

国際交流の推進など国際化

への対応 
13.7% 37.5% 22.0% 6.8% 20.0%

行事、イベントなど交流機

会の提供 
15.3% 42.4% 18.9% 4.0% 19.4%

買い物、飲食が楽しめる商

業施設の整備 
24.2% 40.7% 13.8% 2.9% 18.4%

ＮＰＯ活動、ボランティア

活動などの支援 
19.0% 42.7% 15.7% 2.9% 19.7%

コミュニティ（地域自治）

活動の充実 
19.3% 42.8% 15.1% 3.1% 19.7%

男女共同参画の社会づくり 17.4% 41.3% 18.1% 3.1% 20.0%

行政の情報公開 34.4% 36.4% 8.7% 1.0% 19.5%

行政への住民意向の反映 35.9% 37.1% 6.1% 0.8% 20.1%

行政運営や財政運営の効率

化 
41.5% 32.1% 5.4% 1.3% 19.7%
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★ 施策の分野に関する項目★ 

 

 

 

 

項  目 重要である
どちらかといえ

ば重要である 

どちらかといえ

ば重要ではない
重要ではない 無記入 

社会基盤・生活環境の充実

に関する取り組み 
39.6% 35.7% 3.9% 0.7% 20.1%

防災対策の充実に関する取

り組み 
45.0% 32.2% 3.2% 0.6% 19.0%

福祉・保健・医療の充実に

関する取り組み 
49.8% 28.9% 2.7% 0.5% 18.1%

教育・文化の振興に関する

取り組み 
36.7% 37.8% 4.8% 1.0% 19.7%

産業の振興に関する取り組

み 
35.6% 37.8% 6.2% 0.9% 19.5%

市民活動・行政運営に関す

る取り組み 
29.8% 40.0% 9.2% 1.6% 19.5%

 


